
当科では、全身性エリテ

マトーデスなど難病指定疾患を多く含む膠

原病や関節リウマチを診療しております。

膠原病について

膠原病には、全身性エリテマトーデス、

皮膚筋炎・多発筋炎、強皮症、ウェゲナー

肉芽腫症、顕微鏡的多発血管炎などをはじ

めとするさまざまな疾患があります。はじ

めは「関節や体のあちこちが痛い症状が続

く」とか「微熱が続く」などの漠然とした

症状から始まったり、肺炎や腎臓病や皮膚

病などから始まったり、などいろいろな症

状から病気が始まりますし、その後の診療

もきめ細かく全身を診ていかなければなり

ません。

膠原病は全身疾患であるため、循環器内

科、呼吸器内科、消化器内科、神経内科、

糖尿病・内分泌内科、眼科、皮膚科、整形

外科、口腔外科、耳鼻咽喉科などをはじめ

とする多くの科と連携しながら診療を行っ

ております。

関節リウマチについて

「朝起きたら30分以上手がこわばる」な

どが関節リウマチの典型的な症状ですが、

必ずしも手から始まるとは限らず、膝や肩

から始まり、手首の関節が痛んでくると

いった症状から始まることもあります。ま

た関節リウマチに似た他の疾患であること

もあります。是非これらの症状が出現し続

くようなら当科を受診ください。関節リウ

マチの治療は最近大きく改善され、欧米で

10年以上前から使われている特効薬が日本

でも数年前から使用できるようになりまし

た。関節リウマチの診断基準も2010年に

変わり、早期診断早期治療により変形をき

たすことが少ない時代になりました。しか

し、特効薬である製剤は副作用もあり、結

核などの感染症を予防するなどのきめ細か

な検査と経過観察が必要となります。

膠原病ではないか、関節リウマチではな

いかと感じられたらぜひ当科にご相談くだ

さい。
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